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Vol.
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仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
、

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【特集】
仕事が忙しいのは仕方のないこと？　

でも、できるなら仕事と私生活の

バランスのとれた働き方がしたいと思いませんか。

一人ひとりのライフスタイルにあった働き方について

さまざまなデータから探ってみました。

2006

男�女�共�同�参�画�情�報�紙�

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
２

週
間
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
の
期
間
で
す
。
こ
の
運
動

期
間
に
ち
な
み
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
で
は
11
月
25
日（
土
）に
横
浜
の
市

民
朗
読
劇
団
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
に
よ

る
朗
読
劇
「
ひ
ま
わ
り
」
〜
Ｄ
Ｖ
を
の

り
こ
え
て
を
公
演
し
、
多
数
の
市
民

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
朗
読
劇
は
、
財
団
法
人
横
浜
市

女
性
協
会（
現：

財
団
法
人
横
浜
市
男

女
共
同
参
画
推
進
協
会
）で
２
０
０
４

年
度
に
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）の
実
態
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
企
画
さ

れ
、
好
評
の
た
め
こ
れ
ま
で
全
国
で
た

び
た
び
公
演
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ

の
被
害
に
あ
い
な
が
ら
も
生
き
抜
い
て

き
た
女
性
の
言
葉
を
３
話
か
ら
な
る
朗

読
劇
と
し
た
も
の
で
す
。
被
害
者
の
生

の
声
を
届
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｄ
Ｖ

が
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

夫
婦
・
家
族
間
の
悩
み
事
、
生
き
方

や
人
間
関
係
な
ど
の
悩
み
、
妊
娠
・
出

産
・
更
年
期
な
ど
の
女
性
特
有
の
不

安
、
女
性
の
人
権
に
か
か
わ
る
法
律
や

裁
判
の
相
談
に
、
専
門
の
女
性
相
談
員

が
応
じ
ま
す
。
相
談
日
時
に
つ
い
て
は
、

左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

審
議
会
等
へ
の
委
員
の
女
性
の
参
画

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
36
・
８
％
か
ら

36
・
０
％
と
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
年
に
続
き
、
新
し
い
審
議
会

が
増
え
、
全
体
的
な
委
員
数
も
増
え
た
な

か
で
、
女
性
委
員
の
伸
び
が
そ
れ
に
追
い

つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。「
八
王
子
ゆ
め
お
り
プ
ラ
ン
」（
基

本
構
想
・
基
本
計
画
）で
は
、
平
成
24
年

度
末
ま
で
に
、
女
性
の
参
画
率
が
50
％

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
当

面
の
目
標
と
し
て
平
成
19
年
度
末
の
女

性
の
参
画
率
を
42
％
に
設
定
し
ま
し
た
。

公
募
市
民
を
募
り
、
積
極
的
に
女
性
委
員

の
登
用
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
学
識
経
験

者
と
し
て
選
出
さ
れ
る
専
門
家
や
、
団
体

の
役
員
等
に
女
性
が
少
な
い
こ
と
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

今
後
も
女
性
の
声
を
市
政
に
活
か
す
た
め

に
、
女
性
の
参
画
を
更
に
進
め
る
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

発行日◆平成18年12月15日　編集◆男女共同参画都市 八王子市 市民活動推進部 男女共同参画課
〒192-0082 八王子市東町5-6 クリエイトホール8Ｆ 薊 042-648-2230

八
王
子
市
の
行
政
審
議
会
等

委
員
へ
の
女
性
の
参
画
状
況

女性のための専門相談・カウンセリング
女性専門の相談員や心理カウンセラーが応じます。

女性のための弁護士相談

女性のための保健相談

専門相談

電話相談

第3金曜日 午前9時30分～午前11時30分 保健師 30分

第4土曜日 午後2時～午後5時 弁護士 30分

月～土曜日 午前9時～午後7時 相談担当職員

女性の抱えるさまざまな悩みや問題について、男女共同参画センターの
相談員がお話を伺います。

※祝日・年末年始は除く

※祝日・年末年始は除く

※年末年始は除く。祝日の場合は第3土曜日

※年末年始は除く

曜日 時間 担当（全て女性） 所要

午前 水・土曜日 午前9時～正午 心理カウンセラー 45分

午後 木曜日 午後1時～午後4時 専門相談員 30分

夜間 第2木曜・ 午後5時～午後8時 心理カウンセラー 45分
第4月曜日

朗
読
劇
「
ひ
ま
わ
り
」

〜
Ｄ
Ｖ
を
の
り
こ
え
て
を
公
演

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

女
性
の
た
め
の
相
談

相談の予約やお問い合わせは、
相談専用電話 042-648-2234 まで。

女性の参画状況推移

区分 15年度末 割合 16年度末 割合 17年度末 割合

62 85.5 72 86.1 86 88.4

53 62 76

1,069 38 1,171 36.8 1,336 36.0

406 431 481

審
議
会

委
員
数

（
内
女
性
を

含
む
数
）

審
議
会

等
数

（
内
女
性

委
員
数
）

ご意見・ご感想
は、男女共同参画
センターまでお寄
せください。

★電話・FAＸ★
薊 042-648-2230
蕭 042-644-3910
★メール★

shiminkatsudo@city.
hachioji.tokyo.jp



仕
事
に
比
重
が
か
か
り
、
私
生
活
に
時
間
が
と
れ
な

い
働
き
方
は
、
女
性
の
就
業
継
続
に
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
働
く
女
性
は
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
勤
続
年
数
も
伸
び
て
い

て
、
昭
和
60
年
の
平
均
勤
続
年
数
が
６
・
８
年
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
平
成
17
年
で
は
８
・
７
年
と
な
っ
て
い

ま
す
（
厚
生
労
働
省
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
よ

り
）。し

か
し
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

結
婚
・
出
産
を
機
に
仕
事
を
辞
め
る
女
性
も
依
然
と
し

て
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

労
働
力
率
を
折
れ
線
グ
ラ
フ﹇
デ
ー
タ
④
﹈に
す
る
と
、

女
性
は
30
代
前
半
を
谷
と
す
る
Ｍ
字
型
の
カ
ー
ブ
を
描

き
ま
す
。
こ
れ
は
男
性
が
60
歳
く
ら
い
ま
で
働
き
続
け

る
の
に
対
し
、
女
性
の
場
合
、
子
育
て
の
時
期
に
い
っ

た
ん
退
職
し
、
子
育
て
が
一
段
落
し
て
か
ら
再
就
職
す

る
と
い
う
働
き
方
を
選
択
す
る
た
め
で
す
。
Ｍ
字
型
の

底
は
年
々
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
晩
婚

化
・
未
婚
化
な
ど
の
影
響
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
生
涯
を
通
じ
て
ど
ん
な
働
き
方
を
す
る

か
は
個
人
の
自
由
で
す
。
あ
る
時
期
、
仕
事
よ
り
も
子

育
て
に
専
念
し
た
い
と
い
う
人
が
い
る
一
方
、
で
き
る

な
ら
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
続
け
た
い
と
い
う
女
性
は

少
な
く
な
い
の
で
す
。

女
性
の
就
業
希
望
者
数
を
労
働
人
口
に
加
え
て
算
出

し
た
潜
在
的
労
働
力
率
で
は
、
Ｍ
字
型
の
底
は
少
な
く

な
り
、
台
形
に
近
い
形
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
就
業
希

望
者
率
を
み
て
も
、
子
育
て
期
で
あ
る
30
代
で
高
く
な

っ
て
い
ま
す﹇
デ
ー
タ
④
﹈。

一
方
、
仕
事
優
先
の
働
き
方
は
、
男
性
の
家
事
や
子

育
て
に
参
加
す
る
機
会
を
は
ば
ん
で
い
る
と
も
い
え
ま

す
。前

述
の
「
生
活
を
優
先
」
し
た
い﹇
デ
ー
タ
①
﹈と
い

う
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
男
性
の
多
く
は
家
庭

生
活
に
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
た
と
え
ば
、
父
親
の
子
育
て
時
間
は
1
日
平
均

25
分
（
総
務
省
「
社
会
生
活
基
本
調
査
」
よ
り
）
で
、

こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
90
分
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
72
分
、

ド
イ
ツ
の
60
分
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
非
常
に
少
な
い

の
が
現
状
で
す
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
「
Ｅ
ｍ
ｐ
ｌ
ｏ
ｙ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
　
ｏ
ｕ
ｔ
ｌ
ｏ
ｏ
ｋ
2
0
0
１
」
よ
り
）。
ま
た
、
男

性
の
育
児
休
業
取
得
率
も
、
0
・
5
6
％
と
1
％
に
も

至
っ
て
い
ま
せ
ん
（
厚
生
労
働
省
「
女
性
雇
用
管
理
基

本
調
査
」
よ
り
）。

男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い

て
聞
い
た
調
査
﹇
デ
ー
タ
⑤
﹈で
は
、「
ぜ
ひ
機
会
が
あ

れ
ば
取
得
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」
が
7
・
4
％
、「
取
得

す
る
希
望
は
あ
る
が
現
実
的
に
は
難
し
い
」
が
36
・

0
％
と
、
男
性
の
約
4
割
が
、
事
情
が
許
せ
ば
取
得
し

た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
、「
取
得
す
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
答
え
て
い
る
男
性
も
30
・
7
％
い
ま
す﹇
デ
ー
タ
⑤
﹈。

主
な
要
因
を
探
っ
て
み
る
と
、「
同
僚
に
迷
惑
が
か
か

る
」「
評
価
が
下
が
る
」
な
ど
、
職
場
の
雰
囲
気
や
仕

事
の
状
況
か
ら
断
念
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

（
厚
生
労
働
省
「
第
１
回
21
世
紀
出
生
児
縦
断
調
査
」

よ
り
）。
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0 20 40 60 80 100

現 状�

希 望�

（％）�

仕事を優先�

どちらかといえば�
仕事優先�

どちらとも�
いえない� 生活を優先�

どちらかといえば�
生活を優先�

無回答�

生活優先 56.1％�

生活優先�
15.6％�

7.8 18.1 16.3 38.6 17.5

1.8

20.5 47.0 15.1 10.2 5.4

1.8

�

�

0

20

40

60

80

100 男性�
労働力率�

女性の就業希望率�

女性労働力率� 女性の潜在的�
労働力率�

65以上�60-6455-5950-5445-4940-4435-3930-3425-2920-2415-19

10.7

�

7.9 8.5 13.2 13.1
9.8

6.4 5.4 4.4 3.4
0.9

16.4

16.9

27.6

70.6
75.4

62.7 63.1

70.6
74.3

68.5

60.8

40.1

12.8

71.8

93.9

79.7
83.8

75.8 76.3
80.4 80.7

73.9

65.2

43.5

13.8

96.5 97.0 97.3 97.0 95.6 94.0

71.1

30.1

（％）�

（歳）�

仕
事
優
先
の
現
実

働
き
続
け
る
こ
と
を

選
択
し
な
い
女
性

休
暇
の
取
り
づ
ら
い

日
本
の
職
場
風
土

「
仕
事
人
間
」
な
ど
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
日
本
人
は
私
生
活
よ
り
も
仕
事
を
優

先
さ
せ
て
働
く
こ
と
を
受
け
入
れ
て
き
た
面
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
若
い
世
代
を
中
心
に
、
仕
事
も
大
切
だ

け
れ
ど
、
私
生
活
も
大
事
に
し
た
働
き
方
が
し
た
い
と

望
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

働
き
方
の
理
想
と
現
実
を
聞
い
た
調
査
で
は
、「
生
活

を
優
先
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
生
活
を
優
先
」
し
た
い

と
答
え
た
人
が
半
数
以
上
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現

実
に
は
「
仕
事
を
優
先
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
仕
事
を

優
先
」
し
て
い
る
と
答
え
た
人
が
7
割
近
く
い
ま
す

﹇
デ
ー
タ
①
﹈。

近
年
、
こ
の
よ
う
な
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）、
つ
ま
り
仕
事
と
私
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
働
き
方
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
考
え

方
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

実
際
、
法
定
労
働
時
間
の
短
縮
や
短
時
間
勤
務
の
導

入
が
進
ん
だ
こ
と
、
ま
た
労
働
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
全
体
的
に
労
働
時
間
は
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
者
に
お
け
る
週
60
時
間

以
上
働
く
人
の
割
合
を
み
る
と
、
子
育
て
な
ど
に
忙
し

い
世
代
で
あ
る
30
代
、
40
代
の
男
性
が
最
も
多
く
、
こ

こ
10
年
間
、
法
定
外
を
含
め
た
労
働
時
間
は
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す﹇
デ
ー
タ
②
﹈。

諸
外
国
と
比
較
し
て
み
る
と
、
週
50
時
間
以
上
働
く

労
働
者
の
割
合
は
、
日
本
が
28
・
１
％
、
ア
メ
リ
カ
が

20
・
0
％
、
イ
ギ
リ
ス
15
・
5
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
が
5
％
程
度
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

オ
ラ
ン
ダ
で
は
2
％
未
満
と
な
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
で
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す﹇
デ
ー
タ
③
﹈。

特集◆仕事と生活のバランス、見直してみませんか？

私生活も大切。
働く人の意識が
変わった？

★データ①★
働き方の理想と現実（末子年齢0～3歳）
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★データ②★
フルタイム労働者に占める週60時間以上働く人の割合（男性）

★データ④★
年齢階級別労働力率

取得する希望はあるが、�
現実的には難しい�

ぜひ機会があれば�
取得するつもり�
である�

取得するつもりはない�

子どもを持つ�
つもりはない�

その他 2.4

無回答 2.4

（％）�

36.0

7.4
30.7

21.2

★データ⑤★
育児休業取得についての男性の考え方

※厚生労働省「仕事と生活の調和に関する意識調査」（2003年）により作成
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★データ③★
週50時間以上働く労働者の割合国際比較

※総務省「労働力調査」により作成
※ ILO,“Working Time and Workers' Preferences in Industrialized Countries:Finding the Balance”
（2004年）により作成

※総務省「労働力調査（詳細結果）」（平成17年平均）により作成

※財団法人こども未来財団「子育てに関する意識調査」（2001年）により作成



か
な
い
も
の
で
す
し
、
ま
た
そ
の
逆
も
あ
り
ま
す
。
見
方

を
変
え
れ
ば
、
よ
り
よ
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
も
仕
事
と

生
活
の
調
和
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の

中
身
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
既
婚
・
未
婚
、
子
ど
も
の
有

無
、
ま
た
年
齢
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
な
ど
に
よ
っ
て
も

違
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
あ
る
時
期
は
仕
事
を
、
ま
た

あ
る
時
期
に
は
子
育
て
を
、
あ
る
い
は
趣
味
や
地
域
活

動
を
充
実
さ
せ
た
い
と
望
む
人
も
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
に
あ
っ
た
バ
ラ
ン
ス

を
選
べ
る
こ
と
が
理
想
と
い
え
ま
す
。

で
は
、
働
く
場
を
提
供
す
る
企
業
は
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
仕
事
と
生
活
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
の
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
企
業
側
の
意

見
を
聞
い
た
調
査
﹇
デ
ー
タ
⑦
﹈
に
よ
る
と
、「
優
秀
な

人
材
の
確
保
の
た
め
に
必
要
」「
労
働
者
の
労
働
意
欲
向

上
に
寄
与
す
る
」
に
つ
い
て
肯
定
す
る
企
業
は
6
割
近

く
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、「
企
業
に
と
っ
て
の
負
担
が
大
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長
時
間
労
働
に
加
え
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
が
と

り
に
く
い
背
景
に
は
「
個
人
の
生
活
よ
り
、
仕
事
を
優

先
す
べ
き
」
と
い
う
職
場
風
土
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

理
想
と
す
る
働
き
方
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
聞
い
た

調
査
﹇
デ
ー
タ
⑥
﹈
で
は
、
若
い
世
代
で
は
「
有
給
休

暇
が
取
得
し
や
す
い
」「
残
業
が
少
な
い
」
を
あ
げ
る
人

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は

有
給
休
暇
の
取
得
率
は
、
景
気
の
低
下
と
あ
い
ま
っ
て

下
が
る
一
方
で
、
平
成
13
年
以
降
5
割
を
き
っ
て
い
ま

す
（
厚
生
労
働
省
「
就
労
条
件
総
合
調
査
」
か
ら
）。

も
ち
ろ
ん
、
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
働
い
て
生

活
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
収
入
を
得

る
た
め
に
は
仕
事
が
忙
し
い
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
と
思

っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
た
い
て
い
の

場
合
、
私
生
活
が
充
実
し
て
い
な
い
と
仕
事
も
う
ま
く
い

き
い
」
と
す
る
企
業
も
6
割
を
超
え
て
い
て
、
デ
メ
リ

ッ
ト
と
と
ら
え
て
い
る
面
も
み
ら
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
働
き
方
が

で
き
る
た
め
に
は
、
企
業
が
多
様
な
働
き
方
の
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
例
と
し
て
、
現

在
、
勤
務
時
間
を
個
々
に
設
定
で
き
る
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
」
や
「
在
宅
勤
務
制
」、
一
人
分
の
仕
事
を
二
人

以
上
で
担
当
す
る
「
ジ
ョ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
な
ど
の
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
企
業
を
中
心
と
す
る
一

部
に
限
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
働
く
者
が

時
間
と
場
所
を
自
由
に
選
択
で
き
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
の

導
入
も
広
ま
っ
て
い
て
、
平
成
11
年
に
は
1
％
に
満
た

な
か
っ
た
も
の
が
、
平
成
16
年
に
は
8
・
5
％
と
な
っ

て
い
ま
す
（
総
務
省
「
平
成
16
年
通
信
利
用
動
向
調
査
」

か
ら
）。
企
業
の
導
入
目
的
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
﹇
デ

ー
タ
⑧
﹈、「
定
型
的
業
務
の
効
率
性
の
向
上
」「
勤
務
者

の
移
動
時
間
の
短
縮
」「
顧
客
満
足
度
の
向
上
」「
勤
務
者

に
ゆ
と
り
と
健
康
的
な
生
活
の
実
現
」
な
ど
を
あ
げ
て
い

て
、
約
9
割
の
企
業
が
「
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た
」
ま

た
は
「
あ
る
程
度
効
果
は
あ
っ
た
」
と
答
え
て
い
ま
す

（
総
務
省
「
平
成
16
年
通
信
利
用
動
向
調
査
」
か
ら
）。

さ
ら
に
、
再
就
職
に
つ
い
て
も
選
択
肢
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
家
庭
の
事
情
等
で
や
む
な
く
退
職
し
た
人
を

対
象
と
す
る
「
再
雇
用
制
度
」、
資
格
や
ス
キ
ル
を
持
っ

た
中
高
年
を
再
雇
用
す
る
「
中
途
採
用
制
度
」、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
や
契
約
社
員
か
ら
正
社
員
へ
の
「
昇
格
制
度
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
は
、
働
く
人

と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
大
切
な
テ
ー
マ
で
す
。
男
女
共
同

参
画
社
会
は
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
方
を
選
べ
る
社
会
で

す
。
今
一
度
、
自
分
は
ど
ん
な
働
き
方
、
生
き
方
が
し
た

い
の
か
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
庭
責
任
全
般
に
対
し
支
援
策
が
進
ん
で
い
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
北
欧
の
中
で
も
充
実
し
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
国
の
一
つ
で
す
。

1
〜
5
歳
児
の
約
8
割
が
保
育
所
ま
た
は
家
庭
型

保
育
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

待
機
児
童
の
問
題
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

育
児
休
業
中
は
所
得
が
手
厚
く
保
障
さ
れ
、
休

業
中
は
代
替
要
員
を
確
保
し
、
人
事
評
価
を
行
う

た
め
、
育
児
休
業
取
得
率
は
男
女
共
に
約
8
割
に

達
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
労
働
時
間
の
短
縮
も
進
ん
で
い
て
、
平

均
帰
宅
時
間
は
男
性
で
午
後
5
時
11
分
、
女
性
が

午
後
4
時
37
分
と
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
し
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
割
合

が
約
4
割
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ル
タ
イ
ム

労
働
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均
等
待
遇
を

法
律
で
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
応
じ
て
パ
ー
ト
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た

た
め
で
す
。
つ
ま
り
、
同
じ
仕
事
内
容
で
時
間
当

た
り
の
賃
金
が
フ
ル
タ
イ
ム
と
同
等
で
あ
る
た

め
、
子
育
て
等
で
短
時
間
勤
務
を
選
択
し
て
も
不

家
庭
責
任
を
手
厚
く
支
援

利
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。日

本
で
は
子
育
て
の
た
め
に
妻
が
仕
事
を
辞
め

た
場
合
、
収
入
は
夫
の
み
と
な
り
、
仕
事
と
家
庭

の
バ
ラ
ン
ス
も
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
庭
と
偏
っ
た

も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
、
子
育
て
期
間
中
は
、

夫
婦
で
パ
ー
ト
と
フ
ル
タ
イ
ム
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
一
人
で
働
く
よ
り
も
収
入
が
あ
り
、
家
事
や

子
育
て
に
二
人
で
関
わ
れ
る
時
間
も
と
れ
る
と
い

う
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
働
き
方
が
で
き
る
の
で
す
。

子
育
て
は
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で

す
。
育
休
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
80
年
代
の
人
材
不
足
の
際
、

優
秀
な
女
性
の
人
材
を
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
た
め

に
実
施
さ
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
支
援

が
も
と
と
な
り
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
仕
事

と
生
活
の
調
和
」
が
経
営
上
の
利
益
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
企
業
を
中
心
に
、
柔
軟
な
勤
務
形
態
の

提
供
や
、
託
児
所
の
整
備
と
い
っ
た
取
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
自
己
啓
発
の
た
め
の

学
費
補
助
、
従
業
員
の
心
身
の
健
康
維
持
に
対
す

る
支
援
な
ど
、
す
べ
て
の
社
員
を
対
象
と
し
た
多

様
な
支
援
へ
と
拡
大
し
て
い
ま
す
。

育
児
支
援
か
ら
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

よ
り
よ
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
も

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
は
大
切

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
を
推
進

★データ⑥★
理想とする働き方や労働条件

0 20 40 60 80 100

優秀な人材確保の�
ために必要�

労働者の労働意欲�
向上に寄与する�

企業にとっての�
負担が大きい�

そう思う�どちらかといえば�
そう思う�

どちらとも�
いえない�

どちらかといえば�
そう思わない� 無回答�

そう思わない�

24.3 32.7 29.0

22.2 35.2 30.7

25.0 40.3 25.4

（％）�

7.1 4.4

2.5

2.3

1.8

7.1 2.5

5.0 2.5

★データ⑦★
家庭と仕事の両立を支援する制度に対する
企業側の意見

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（％）�

定型的業務の効率性（生産性）の向上�

勤務者の移動時間の短縮�

顧客満足度の向上�

勤務者にゆとりと健康的な生活の実現�

付加価値創造業務の創造性の向上�

オフィスコストの削減�

�

優秀な人材の雇用確保�

その他�

�

通勤弱者（身障者、高齢者、育児中の�
女性等）への対応�

61.4

48.4�

�21.0

10.9

8.9

7.9

2.0

0.7

14.6

★データ⑧★
企業におけるテレワークの導入目的

29歳未満

30～39歳

40～49歳

50～59歳

第3位第2位第1位

有給休暇取得
容易（41.1%）

残業少ない
（36.3%）

残業少ない
（35.5%）

退職金・年金
充実（39.7%）

定年まで雇用
確保（41.3%）

有給休暇取得
容易（40.1%）

定年まで雇用
確保（39.8%）

退職金・年金
充実（43.6%）

転職可能
（32.2％）

子育てと両立
可能（30.8%）

有給休暇取得
容易（34.0%）

有給休暇取得
容易（27.2%）

※厚生労働省政策統括官付政策評価官室「社会保障を支える世代に関す
る実態調査」（2004年）により作成

※株式会社ニッセイ基礎研究所「男性の育児休業取得に関する調査報告
書（厚生労働省委託調査）」（2002年）により作成

※総務省「平成16年通信利用動向調査」により作成

ライフスタイルに
あった働き方が
したい

一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
に
あ
っ
た

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
社
会
へ

特集◆仕事と生活のバランス、見直してみませんか？
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こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
仕
事
優
先

か
時
間
重
視
の
ど
ち
ら
か
に
偏

っ
た
働
き
方
し
か
な
く
、
両
者
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
働
き
方
を
選
べ
ま

せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
正
社
員
と

し
て
朝
か
ら
晩
ま
で
目
一
杯
働
く
こ

と
で
安
定
し
た
地
位
を
得
る
か
、
非

正
社
員
と
し
て
勤
務
時
間
に
融
通
を

き
か
せ
る
か
わ
り
に
低
い
収
入
と
不

安
定
な
処
遇
に
甘
ん
じ
る
か
、
と
い

う
二
者
択
一
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
近
年
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
考
え
方
が
浸
透

し
て
き
た
こ
と
で
、
よ
り
柔
軟
な
働

き
方
が
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
た
と
え
ば
正
社
員
で
も
短
時

間
勤
務
や
在
宅
勤
務
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
取
り
組
み
が
、
す
で
に
い
く

つ
か
の
企
業
で
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
育
児
を
し
な
が
ら

働
く
人
に
と
っ
て
の
朗
報
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、
本
来
育

児
を
す
る
人
の
た
め
だ
け
の
発
想
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
働
く
人
全
体
の
た

め
に
、
そ
し
て
企
業
の
た
め
に
も
有

益
な
こ
と
な
の
で
す
。

派
遣
労
働
者
の
中
に
は
、「
自
分
の

実
力
を
つ
け
る
た
め
に
勉
強
す
る
時

間
を
確
保
し
た
い
か
ら
、
あ
え
て
正

社
員
に
な
ら
な
い
」
人
も
い
ま
す
。
た

し
か
に
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
技
術
革
新

が
進
む
現
代
の
産
業
界
で
、
最
先
端

の
技
術
や
情
報
を
得
る
た
め
に
は
、

独
自
で
勉
強
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
良
い
ア
イ
デ
ア
を
出
す
た
め

に
は
、
人
と
会
う
た
め
な
ど
の
自
由

な
時
間
も
大
切
で
し
ょ
う
。
で
す
か

ら
、
会
社
に
長
時
間
拘
束
さ
れ
て
い

る
正
社
員
よ
り
も
、
自
分
の
時
間
を

有
効
に
使
っ
て
い
る
派
遣
社
員
の
ほ

う
が
、
実
は
有
能
だ
と
い
う
こ
と
は

ま
ま
あ
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

正
社
員
よ
り
低
い
処
遇
し
か
与
え
ら

れ
な
い
。
こ
れ
が
、
こ
れ
ま
で
の
日

本
で
し
た
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
少
子
高
齢

化
で
労
働
力
が
不
足
す
る
時
代
で
す
。

そ
れ
は
、「
優
秀
な
人
材
を
確
保
で
き

な
い
企
業
は
生
き
残
れ
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
も
し
働
き

方
や
処
遇
に
不
満
が
あ
れ
ば
、
有
能

な
人
は
す
ぐ
に
ラ
イ
バ
ル
会
社
に
移

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

一
方
、
短
時
間
勤
務
や
在
宅
勤
務

と
い
っ
た
柔
軟
な
働
き
方
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
く
よ
り
も
む
し
ろ
効
率

的
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
優
先

順
位
を
つ
け
て
集
中
的
に
仕
事
を
す

る
こ
と
が
、
効
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
企
業
側
か
ら
み
て
も
、

柔
軟
な
勤
務
体
制
を
と
る
こ
と
に
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
今
、
先
見
性
の
あ
る
企
業

は
、
働
き
方
の
見
直
し
を
最
優
先
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

も
し
今
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が

難
し
い
と
考
え
て
い
る
な
ら
、
働
き

方
を
変
え
る
こ
と
を
上
司
に
提
案
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
た
と

え
ば
「
朝
早
く
出
勤
す
る
か
わ
り
に

早
く
帰
り
た
い
の
で
す
が
」「
週
1
日

は
在
宅
で
仕
事
を
し
た
い
の
で
す
が
」

な
ど
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
こ
う
い
う
働
き
方
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
く
る
は
ず
で
す
。
最
初
の
一

歩
は
勇
気
が
い
る
で
し
ょ
う
が
、
今

は
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
と
き
で
す
。

ぜ
ひ
、
声
を
上
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

女性の社会参加が進んできまし
た。しかし、右記に示す通り、

方針決定や政策決定に加わる「参画」
となると、まだまだ低いのが現状の
ようです。

こうした現状を変えていくには、
積極的格差是正措置（ポジティブ・ア
クション）など、女性の参画を支援す
るための制度の充実が必要ですが、
同時に女性自身も政治や経済などの
意思決定の場に積極的にチャレンジ
していくことが求められます。

が

さ
れ
ま
す

改
正
雇
用
機
会
均
等
法
が
成
立
し
、
平
成
19
年
4
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
法
の
施
行
か
ら
20
年
、
前
改
正
か
ら

約
10
年
が
経
つ
今
回
の
改
正
で
す
が
、
大
き
く
変
わ
っ
た

点
は
、
女
性
へ
の
差
別
か
ら
男
女
を
対
象
と
し
た
「
性
差

別
禁
止
法
」
と
な
っ
た
点
、
さ
ら
に
初
め
て
「
間
接
差
別

の
禁
止
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
す
。

【
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
】

性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の
範
囲
の
拡
大

笊
男
性
に
対
す
る
差
別
の
禁
止

女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
均
等
法
に
基
づ
く
調
停
な

ど
個
別
紛
争
の
解
決
援
助
が
利
用
で
き
る
。

笆
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
追
加
お
よ
び
明
確
化

募
集
・
採
用
、
配
置
・
昇
進
・
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
、

定
年
・
解
雇
に
加
え
、
降
格
、
職
種
変
更
、
パ
ー
ト
へ
の

変
更
な
ど
の
雇
用
形
態
の
変
更
、
退
職
奨
励
、
雇
止
め
に

つ
い
て
も
、
性
別
を
理
由
と
し
て
の
差
別
は
禁
止
。

笳
間
接
差
別
の
禁
止

外
見
上
は
性
に
中
立
的
な
要
件
で
も
、
省
令
で
定
め
る

一
定
の
要
件
（
募
集
・
採
用
に
あ
た
り
、
一
定
の
身
長
ま

た
は
体
力
を
要
件
と
す
る
こ
と
、
昇
進
に
あ
た
り
転
勤
経

験
を
要
件
と
す
る
等
）
に
つ
い
て
は
、
業
務
遂
行
上
の
必

要
な
ど
の
合
理
性
が
な
い
場
合
に
は
間
接
差
別
と
し
て
禁

止
さ
れ
る
。

妊
娠
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
扱
い
の
禁
止

笊
妊
娠
・
出
産
・
産
前
産
後
休
業
の
取
得
を
理
由
と
す
る

解
雇
に
加
え
、
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
る
解
雇
そ
の

他
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止

省
令
や
不
利
益
取
扱
い
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
今

後
定
め
ら
れ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
想
定
さ
れ
る
。

﹇
省
令
﹈
労
働
基
準
法
の
母
性
保
護
措
置
や
、
均
等
法
の

母
性
健
康
管
理
措
置
を
受
け
た
こ
と
な
ど

﹇
不
利
益
扱
い
﹈
退
職
勧
奨
、
雇
止
め
、
パ
ー
ト
へ
の
変

更
な
ど

笆
妊
娠
中
や
産
後
１
年
以
内
に
解
雇
さ
れ
た
場
合

事
業
主
が
妊
娠
・
出
産
・
産
前
産
後
休
業
の
取
得
、
そ

の
他
の
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
る
解
雇
で
な
い
こ
と
を

証
明
し
な
い
限
り
、
解
雇
は
無
効
。

笳
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

男
性
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
も
含
め
た
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
義
務
と
な
る
。
対
策
が
講
じ
ら
れ
ず
是
正
指
導
に
も

応
じ
な
い
場
合
、
企
業
名
の
公
表
の
対
象
と
な
る
。
ま
た

紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
男
女
と
も
個
別
紛
争
解
決
援
助
の

申
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

笘
母
性
健
康
管
理
措
置

事
業
主
は
、
妊
産
婦
が
保
健
指
導
ま
た
健
康
診
査
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
時
間
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
妊
産

婦
が
保
健
指
導
ま
た
は
健
康
診
査
に
基
づ
く
指
導
事
項
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
義
務
と
な
る
。
こ
う
し
た
措
置
が
講
じ
ら
れ
ず
是

正
指
導
に
も
応
じ
な
い
場
合
、
企
業
名
公
表
の
対
象
と
な

る
。
ま
た
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
妊
産
婦
は
個
別
紛
争
解

決
援
助
の
申
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

笙
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
事
業
主
が
実

施
状
況
を
公
開
す
る
に
当
た
り
、
国
の
援
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

笞
過
料
の
創
設

厚
生
労
働
大
臣
が
事
業
主
に
対
し
、
男
女
均
等
扱
い
な

ど
均
等
法
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
事
業
主
が
報
告
し
な
い
ま
た
は
虚
偽
の
報

告
を
し
た
場
合
は
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
。

（注）ジェンダー・エンパワーメント指数…国連開発計画（UNDP）による指標で、政治や経済への女性の参画を示す数値
※①総務省資料より ②内閣府資料より ③内閣府「男女共同参画白書」より ④厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より
⑤国連開発計画「人間開発報告書」より

①国会議員に占める女性の割合［衆／平成17年、参／16年］
衆議院9.0％　参議院12.4％

②国の審議会における女性委員の割合［平成17年］
30.9％

③地方議会における女性の割合［平成16年］
都道府県議会　6.9％
市議会　11.5％
政令指定都市議会　16.3％
町村議会　5.8％
特別区議会　21.5％

④民間企業における女性管理職の割合［平成17年］
係長相当　10.4％
課長相当　5.1％
部長相当　2.8％

⑤ジェンダー・エンパワーメント指数（注）
80ケ国中43位

八王子市は、厚生労働省

東京労働局との共催で

「改正男女雇用機会均等法

説明会」を開催します。

平成19年2月13日（火）、

クリエイトホールで行う

予定です。

お問い合わせは、男女

共同参画センター（薊

042-648-2230）まで。

働
き
方
の
見
直
し
は
、

働
く
人
だ
け
で
な
く

企
業
の
た
め
に
も
必
要
で
す
。

おおさわ
・まちこ

／

日本女子大
学人間社会

学部現

代社会学科
教授。内閣

府男女共同

参画会議専
門調査会、

厚生労働省
パ

ートタイム
労働研究会

など政府委
員

を多数務め
る。専門は

労働経済学
。

「ワークラ
イフバラン

ス社会へ
―

個人が主役
の働き方」（

岩波書

店）ほか、
著書多数。


